
う
に
、
わ
が
国
屈
指
の
研
究
大
学
と
し
て

世
界
水
準
の
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
に
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）
と

し
て
「
変
動
海
洋
エ
コ
シ
ス
テ
ム
高
等
研

究
所
」（
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
海
洋
研
究
開
発
機
構
と
共
同
で
、
人

間
社
会
に
役
立
つ
海
洋
生
態
系
の
変
動
予

測
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
化
医
療
・
個
別
化
予
防
を

柱
と
す
る
未
来
型
医
療
の
実
現
を
目
指
し
、

「
未
来
型
医
療
創
成
拠
点
（
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）」

を
定
め
、
そ
の
中
心
組
織
と
し
て
未
来
型

医
療
創
成
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
世
界
で
も

有
数
の
15
万
人
規
模
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
い
る
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

機
構
と
連
携
し
、
遺
伝
要
因
・
環
境
要
因

と
疾
病
の
関
係
性
の
解
明
に
関
す
る
研
究

と
、
そ
の
成
果
の
臨
床
実
装
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
災
害

を
経
験
し
た
東
北
大
学
は
、「
災
害
科
学

国
際
研
究
所
」
を
設
立
、
地
震
後
の
海
底

地
殻
変
動
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

世
界
の
巨
大
災
害
の
被
害
軽
減
に
向
け
て

実
践
的
防
災
学
の
礎
を
築
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

材
料
科
学
の
分
野
で
も
海
外
の
研
究
者
と

国
際
的
共
同
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
北
大
学
は
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
に
挑
戦
す
る
人
材
を
輩
出

し
、
若
手
研
究
者
が
躍
進
す
る
大
学
で
あ

る
こ
と
を
目
指
す
「
東
北
大
学
若
手
躍
進

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
宣
言
。
学
生
か
ら

若
手
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
支
援
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

冨
とみ

永
なが

悌
てい

二
じ

総長
1982年東北大学医学部医学科卒業。
87年米国フィラデルフィア生体膜研究
所留学。2000年広南病院脳神経外科
部長。03～23年東北大学大学院医学
系研究科神経・感覚器病態学講座神
経外科学分野教授。19年～23年東北
大学病院長、新型コロナウイルス感
染 症 対 策 に尽 力。23年 東 北 大 学 理
事・副学長を経て、24年より現職。

　1907（明治40）年、日本で3番目の帝国大学として
創設された東北大学。「研究第一」「門戸開放」「実学尊重」
を建学の理念に掲げ、世界水準の研究教育を展開しており、
2024年にはわが国で初の「国際卓越研究大学」に唯一認
定されました。「MOVE AND SHAKE.　知の加速が、
世を動かす。」というスローガンを掲げ、「インパクト」「タ
レント」「チェンジ」の3つのコミットメントのもと、世
界に伍する新たな大学を目指して先導的な改革を進めてい
ます。
　東北大学は日本で初めて女子学生が誕生した大学として
も知られています。「ダイバーシティ・エクイティ＆イン
クルージョン（DEI）」の実現に取り組み、女性や若手研
究者に活躍の場を提供するとともに、グローバル人材の育
成に努めています。

初
の
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
」
に
認
定

未
来
を
創
出
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て

「
知
」
を
加
速
し
、
世
界
を
動
か
す

東北大学
〒980-8576　宮城県仙台市青葉区川内28　入試課　TEL 022-795-4802　https://www.tohoku.ac.jp/japanese/

３
つ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
も
と

教
育
・
研
究
・
運
営
体
制
を
改
革

　

東
北
大
学
は
開
学
以
来
、
研
究
と
教
育

を
一
体
の
も
の
と
位
置
づ
け
、
優
れ
た
研

究
に
裏
打
ち
さ
れ
た
教
育
を
目
指
す
大
学

と
し
て
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
・
教
育

を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。

　

冨
永
悌
二
総
長
は
、「
１
９
０
７
年
の

創
設
以
来
、
研
究
第
一
、
門
戸
開
放
、
実

学
尊
重
の
理
念
の
も
と
、
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
国
際
卓
越

大
学
の
第
一
号
に
東
北
大
学
が
認
定
さ
れ

た
こ
と
は
、
我
々
の
大
学
に
と
っ
て
歴
史

的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
こ
と
で
す
。
研

究
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
研
究
と
教
育
の

シ
ス
テ
ム
改
革
、
そ
し
て
学
内
の
経
営
運

営
の
体
制
の
変
革
が
必
要
で
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
含
め
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
国
立

大
学
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

東
北
大
学
の
計
画
で
は
、
３
つ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
「
イ
ン
パ
ク
ト
（
未
来
を

変
革
す
る
社
会
価
値
の
創
造
）」「
タ
レ
ン

ト
（
多
彩
な
才
能
を
開
花
さ
せ
未
来
を
拓

く
）」「
チ
ェ
ン
ジ
（
変
革
と
挑
戦
を
加
速

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」
の
も
と
、
全
方
位

活
躍
で
き
る
能
力
に
主
眼
を
置
い
た

「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
  （1）

」
を
新
設

し
ま
す
。

　

学
び
の
場
は
世
界
に
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
交
換
留
学
を
は
じ
め
、
夏
休
み
・
春

休
み
中
に
実
施
す
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
」、
研
究
を
主
目
的
と
し
た

「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｓ
」、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
「
海
外
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
は
必
須
で
す
。

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
も
、

短
期
間
で
も
海
外
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ

と
を
全
員
に
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
総
合

型
選
抜
の
場
合
、
選
考
か
ら
入
学
ま
で
の

期
間
が
あ
る
の
で
、
将
来
的
に
そ
の
間
に

海
外
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
構
想
し
て

い
ま
す
」
と
冨
永
総
長
は
説
明
し
ま
す
。

世
界
水
準
の
研
究
を
推
進

若
手
研
究
者
支
援
も
充
実

　

東
北
大
学
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
に

唯
一
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ

の
国
際
化
な
ど
６
つ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
19
の
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
研
究
力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、

「H
um

an Capital M
anagem

ent

（
Ｈ

Ｃ
Ｍ
）
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
研
究
者

人
材
部
門
、
経
営
ス
タ
ッ
フ
人
材
部
門
な

ど
４
つ
の
部
門
で
構
成
さ
れ
た
同
室
は
、

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
主
宰
者
を
中
心
と
し
た
機

動
的
な
研
究
体
制
の
確
立
に
向
け
、
戦
略

的
な
人
事
を
実
行
す
る
組
織
で
す
。

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
総
合
１
位

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
新
設
へ

　

東
北
大
学
は
、
教
育
面
や
国
際
性
に
焦

点
を
置
い
た
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
日
本
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
２
５
」
で
５
回
連
続
総
合
１
位

を
獲
得
。
教
育
、
研
究
、
社
会
連
携
の
好

循
環
に
基
づ
く
「
創
造
と
変
革
」
の
姿
勢
、

学
生
の
「
挑
戦
す
る
心
」
を
育
て
、
羅
針

盤
の
な
い
未
来
を
担
う
人
材
を
世
界
に
送

り
だ
す
大
学
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
部
ご
と
の
教
育
目
標
に
応
じ
、
入
学

時
か
ら
段
階
的
に
全
学
教
育
科
目
と
専
門

教
育
の
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
英
語

４
技
能
と
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
重
要
な
教
育
テ
ー

マ
と
と
ら
え
、
言
語
や
文
化
の
異
な
る
学

生
同
士
が
協
働
学
習
を
行
う
「
国
際
共
修

科
目
」
も
数
多
く
提
供
。
英
語
に
よ
る
授

業
だ
け
で
学
位
が
取
得
で
き
る
国
際
学
士

コ
ー
ス
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
挑
創
カ
レ
ッ

ジ
」
を
導
入
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
７
年
度
に
は
、
国
際
的
に

（1） ゲートウェイカレッジ
　世界で活躍する卓越した研究者を輩出するた
めに留学生100名、日本人100名からスタート
予定。総合型選抜を通じて学部というくくりを
設けずに入学し、専攻分野選択やキャリア形成
のための時間を十分に確保した環境下で、日本
人学生と留学生がともに学ぶ国際共修環境を整
備し、言語を英語として過ごす。完全クォー
ター制を導入し、一定成績を収めればフルサ
ポートの大学院プログラムへの進学支援を行う。

（2） 青葉山新キャンパス
　仙台市地下鉄東西線青葉山駅に近く、理学研
究科や工学研究科などが設置されている青葉山
キャンパスに隣接。農学研究科、災害科学国際
研究所といった教育・研究施設のほか、留学生
と日本人の752名が混住するユニバーシティ・ 
ハウス青葉山、保育所、図書館等が整備された
一つの「まち」として機能している。
　その中に、産学官が結集し、大学とともに社
会価値創造を行う「サイエンスパーク」の整備
が本格的に進んでいる。サイエンスパークは、 
研究開発から事業経営、制度設計まで一貫し遂
行していくオープンイノベーションのためのエ
コシステムである。

社
会
と
の
共
創
を
目
指
し
て

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
整
備

　

実
学
尊
重
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
社
会

や
生
活
に
広
く
貢
献
で
き
る
大
学
と
し
て

の
存
在
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
た
め
、
東
北
大
学
で
は
、「
社
会
と
の

共
創
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
共
創

型
創
薬
へ
の
挑
戦
で
す
。
医
薬
品
を
は
じ

め
と
す
る
基
礎
研
究
・
臨
床
開
発
か
ら
事

業
化
ま
で
東
北
大
学
で
し
か
成
し
得
な
い

一
気
通
貫
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
す
る
新
概
念
の
ナ
ノ
材

料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
素
材
の
生
産
革
新
に

よ
る
循
環
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
相

及
び
界
面
制
御
に
よ
る
新
素
材
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
  （2）

で

は
、
産
学
官
が
結
集
し
、
社
会
価
値
創
造

を
行
う
共
創
の
場
「
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
」
の
整
備
が
本
格
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
４
月
に
は
、
３
Ｇ
ｅ
Ｖ
高
輝

度
放
射
光
施
設
「NanoTerasu

（
ナ
ノ

テ
ラ
ス
）」
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
物
質
構
造
を
見
る
こ
と
の

で
き
る
巨
大
な
顕
微
鏡
で
、
わ
が
国
の
も

の
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
重
要
な
研
究

基
盤
で
す
。

門
戸
開
放
の
理
念
受
け
継
ぎ

真
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
実
現
目
指
す

　

日
本
で
初
め
て
女
子
学
生
を
受
け
入
れ

た
東
北
大
学
は
、「
門
戸
開
放
」
の
理
念
を

創
立
以
来
体
現
し
て
い
ま
す
。「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
、
多
様
性
・
公
平
性
・
包
括

性
の
意
）
推
進
セ
ン
タ
ー
」
や
「
工
学
系

女
性
研
究
者
育
成
支
援
推
進
室
（
Ａ
Ｌ
ｉ

ｃ
Ｅ
）」
を
設
置
し
、
学
内
に
国
内
最
大

級
の
保
育
所
  （※）

を
設
け
る
な
ど
し
て
き
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
に
は
東
北
大
学
Ｄ
Ｅ

Ｉ
推
進
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。

　

冨
永
総
長
は
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
に

認
定
さ
れ
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
大
学

を
目
指
す
と
と
と
も
に
、
真
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
実

現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
女
性
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

学
生
か
ら
研
究
者
ま
で
性
別
や
国
籍
、
民

族
、
文
化
の
異
な
る
多
様
で
多
彩
な
人
材

が
集
ま
る
こ
と
で
東
北
大
学
の
教
育
・
研

究
が
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
の
質
を

高
め
る
た
め
に
奨
学
金
制
度
を
含
め
た
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

い
ま
東
北
大
学
は
『
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｅ
．
知
の
加
速
が
、
世
を
動
か

す
。』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
世
界
に

そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
あ
る
分

野
に
お
い
て
非
常
に
影
響
力
の
あ
る
人
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
人
、
人
の

心
を
熱
く
す
る
人
を
ム
ー
バ
ー
・
ア
ン

ド
・
シ
ェ
イ
カ
ー
と
呼
び
ま
す
が
、
東
北

大
学
は
教
育
と
研
究
を
通
し
て
、
ム
ー

バ
ー
・
ア
ン
ド
・
シ
ェ
イ
カ
ー
を
集
め
、

そ
し
て
世
界
に
送
り
出
し
て
い
く
場
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
北
大
学
は
、

皆
さ
ん
の
す
べ
て
の
可
能
性
に
寄
り
添
い

ま
す
。
世
界
に
挑
戦
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

に
も
な
れ
る
大
学
で
す
。
ぜ
ひ
本
学
で
学

び
世
界
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

教育・研究の場に多様な交流が広がっている

青葉山新キャンパスに整備中のサイエンスパーク

※一部CGによるイメージ

（※）�大学が学内に設置する保育所間での比較。３か所（青葉山みどり、
川内けやき、星の子保育園）合計の受け入れ人数は国内最大級。

東北大学

047 卓越する大学 東北大学 046


